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■ 要  旨 ■ 

海底面を強く撹乱する高波浪の発生が少ない閉鎖性水域では，海底に堆積した底泥は、波や流れの作用、塩

分濃度・水温の変化、生物遺骸の沈殿など各種の複雑な環境の影響の下で、圧密されて地盤が形成される。  

本研究では、地盤の形成に対する影響因子のうち、波浪に着目して、波浪作用下における底泥の圧密挙

動を解明することを目的として実験を行った。実験では、特に、底泥の流動化や波動運動に伴って底泥内

に形成される亀裂に着目した。 

実験の結果、亀裂の発達特性や底泥の圧密特性に対し 

て、波浪の大きさだけでなく、底泥層内に発生するすべ 

りが影響を与えることを明らかにした。 

また、底泥内の過剰間隙水圧挙動を調べるとともに、 

数値解析による検討を行い、波浪の繰り返しせん断作用 

により亀裂先端部の周辺で過剰間隙水圧が蓄積される過 

程と、亀裂の排水促進効果によって過剰間隙水圧が消散 

する過程が繰り返される中で、静水条件下の自重圧密以 

上に圧密が促進されることを明らかにした。 
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図-9 波浪作用下における底泥挙動の解析結果

例 

写真-2 底泥層内に現れたすべり面（Case2） 
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図-5 実験終了時（72時間後）の含水比分布 


